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短期特別課題 千字文を学ぶ Ⅳ

三
体
千
字
文
を
書
く
（
51
）　
　
　
　
　
　
　
締
切
り
　
三
月
十
九
日
（
必
着
）

◆	

硬
筆
の
専
門
誌
だ
っ
た
大
書
心
に
一
般
毛

筆
部
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五
十
六

（
一
九
八
一
）
年
四
月
の
こ
と
で
す
。

◆	

「
三
体
千
字
文
」課
題
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

憲
照
先
生
の
穏
健
中
正
で
気
品
の
あ
る
手

本
が
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

◆	

短
期
特
別
課
題
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年

一
月
か
ら
二
年
間
と
平
成
二
十
八
年
の
一

年
間
学
び
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
続
き

で
す
。
原
点
に
返
っ
て
、
基
本
用
筆
と
正

し
い
崩
し
方
を
し
っ
か
り
学
び
ま
し
ょ

う
。

〔
千
字
文
〕

　
四
言
古
詩
二
五
〇
句
、
重
複
し
な
い
千
字

か
ら
な
っ
て
お
り
、
聖
徳
・
修
養
・
修
身
・

斉
家
等
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
習
字
手
本
で

あ
り
、
初
学
者
の
教
科
書
で
も
あ
っ
た
。

　

梁
り
ょ
う

の
武ぶ

帝て
い

（
在
位
五
〇
二
〜
五
四
九
）
の

命
を
受
け
、

周
し
ゅ
う

興こ
う

嗣し

が
王お

う

羲ぎ

之し

の
筆
跡
中
か

ら
ま
と
め
た
と
い
わ
れ
る
。

〔
解
説
〕

　
景け

い

行こ
う

維い

賢け
ん

　
剋こ

く

念ね
ん

作さ
く

聖せ
い

よ
き
行
を
す
る
人
は
賢
人
で
あ
る
。

聖
人
の
言
行
を
よ
く
思
い
、
そ
れ
に
な
ら
っ

て
修
養
す
る
の
は
聖
賢
人
に
な
る
道
で
あ

る
。

奥
　
村
　
憲
　
照
　
先
　
生
　
書

▼	

硬
筆
部
＝
Ｂ
５
判
（
二
五
七
㎜
×
一
八
二
㎜
）
以

下
の
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。
用
具
は
自
由
で
す
。

（
黒
色
に
限
る
）

▼	

毛
筆
部
＝
半
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。（
筆
ペ
ン
可
）

▼	

出
品
制
限
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
出
品
は
硬
・

毛
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
り
ま
す
。

□□ 作品の出し方

▼�

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・

硬
筆
規
定
の
成
績
（
毛
筆
の
場
合
は
毛
筆
漢
字
の

成
績
）
を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

▼	

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に

掲
載
し
ま
す
が
、
成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま

せ
ん
。



新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕 〔解　説〕
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尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

古
ふる

　田
た

　瑞
ずい

　苑
えん

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

★
第
一
の
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
　	

エ
マ
ソ
ン
（
一
八
〇
三
～
一
八
八
二
）

　
　
米
国
の
詩
人
・
思
想
家

　
ア
メ
リ
カ
独
自
の
個
人
主
義
を
唱
え
地
方

に
隠
棲
し
て
思
索
・
著
述
に
専
念
し
た
彼
は
、

八
歳
の
と
き
父
親
を
亡
く
し
、
苦
労
を
重
ね

ま
し
た
。

　
個
人
の
尊
厳
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
中
で
も
健
康
が
第
一
と
説
い
た
人

で
あ
り
ま
す
が
、
自
ら
も
長
年
著
述
に
講
演

に
と
活
躍
し
、
事
実
七
十
九
歳
の
生
涯
を
全

う
し
ま
し
た
。

　
我
々
は
書
道
を
生
涯
学
習
の
一
つ
と
し
て

習
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
健
康
で
あ
っ
て

こ
そ
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
４
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　
子
供
に
は

　
最
も
大
き
な

　
可
能
性
が
あ
る

★
一
芸
に
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
　
長

ち
ょ
う

宗そ

我か

部べ

元も
と

親ち
か

（
一
五
三
九
～
一
五
九
九
）

　
　
室
町
時
代
の
武
将

　
当
時
、
四
国
を
制
覇
し
た
元
親
の
実
利
主

義
に
根
ざ
し
た
言
葉
で
す
。
刀
、
槍
、
弓
、

馬
な
ど
武
士
の
心
得
る
べ
き
技
は
多
い
が
、

い
く
つ
も
の
技
を
身
に
つ
け
よ
う
と
し
て
も

中
途
半
端
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
一
つ
の

技
に
堪
能
な
者
の
方
が
役
に
立
つ
と
言
っ
て

い
ま
す
。

　
器
用
貧
乏
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
さ
に
そ
れ
と
同
じ
意
味
を
も
つ
言
葉
だ
と

思
い
ま
す
。

◆
４
月
課
題
予
告
（
楷
書
）

　
名
誉
心
は

　
高
潔
な
る
心
の

　
最
後
の
弱
点
で
あ
る

　
▼
教
範
・
書
範
＝
行
草
ま
た
は
草
書

　
▼
師
範
＝
行
書

　
▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
楷
書
」
で
、
師
範
は
「
行
草
ま
た
は
草
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

一�般�部�規�定�課�題� 締切り　3 月 19 日（必着）

反
り

〔
読
み
〕
一
芸
に
熟
達
せ
よ
　
多
芸
を
欲
ば
る
者
は
　
巧
み
な
ら
ず

リ
ズ
ム
よ
く

少
し
出
る



新入から１級まで準初段から六段まで

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙
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〔
句
解
〕
真
っ
青
に
晴
れ
渡
っ
た
空
の
高
み

か
ら
、
な
だ
れ
る
よ
う
に
咲
き
盛
っ
た
し
だ

れ
桜
の
枝
が
、
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
こ
と
よ
。

〔
鑑
賞
〕
昭
和
12
年
の
作
。
千
葉
県
市
川
市

真ま

間ま

の
弘ぐ

法ほ
う

寺じ

の
桜
を
詠
ん
だ
も
の
。

　
俳
句
は
短
詩
型
で
あ
る
か
ら
、
一
句
の
成

立
に
は
必
然
的
に
省
略
が
働
く
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
句
は
そ
の
性
質
を
存
分
に
活
用
し

て
思
い
切
っ
た
省
略
に
出
て
い
る
。
夾
雑
物

を
排
除
し
て
、
真
っ
青
な
空
を
背
景
に
、
し

だ
れ
桜
の
枝
だ
け
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
。

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

ま万

さ
を
な
る
空曽

ら

よ與

り
し
だ多

れ
ざ

桜く
ら
か可

な奈

ま満

さ佐

を乎

な奈

る
空
よ與

り利

し
だ多

れ連

ざ
桜く

ら
か可

な那

ま
さ
を
な
る
空
よ
り
し
だ
れ
ざ
く
ら
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
富と

み

安や
す

風ふ
う

生せ
い

）

一 般 部 か な 課 題 締切り　3 月19 日（必着）

〔
解
説
〕
級
の
方
の
一
文
字
ず
つ
の
最
終
画

は
、
全
て
止
め
な
い
で
は
ら
っ
て
下
さ
い
。

◆
４
月
課
題
予
告

　
方
丈
の
大お
お

庇び
さ
し

よ
り
春
の
蝶て
ふ

  

（
高た
か

野の

素す

十じ
ゅ
う

）

〔
古
筆
参
考
〕

乎を曽そ連れ奈な那な



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

〔古筆参考〕
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本
ほん

阿
あ

弥
み

切
ぎれ

	
㋑
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
㋸
㋾

　
　
　
　
　
ふ不

ぢ遅

は者

ら
の
と
し
ゆ
き支

の
朝
臣

こ
ひ日

わ
び
て
う有

ち遅

ぬ
る
な
か可

に尓

ゆ
き支

か可

よ
ふ

ゆ遊

め免

の
た多

ゞ
ぢ
は者

う
つ
ゝ
な
ら
な那

む牟

す
み
の
え衣

の能

き支

し
に尓

よ
る
な那

み見

夜
さ佐

へ
や

ゆ
め
の
か可

よ
ひ日

ぢ遅

人
め免

よ
く
覧ら

ん

締
切
り
　
三
月
十
九
日
（
必
着
）�

簗や
な

　
瀬せ

　
舟

し
ゅ
う

　
香こ

う

　
書

〔
歌
意
〕
梅
の
枝
に
や
っ
て
来
た
鶯
よ
。
お

ま
え
は
春
を
待
ち
か
ね
て
鳴
く
け
れ
ど
、
ま

だ
雪
が
降
り
続
い
て
い
る
。

〔
出
典
〕
古
今
和
歌
集

　
　
　
　（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

〔
解
説
〕

梅
が可

え盈

に二

来
ゐ
る
鴬
春八

る

か可

け介

て

鳴
け介

ど登

も
い
ま万

だ堂

雪
は八

ふ
り
つ
つゝ

〔解説〕

㋥ ㋩㋩

㋺ ㋑

㋭㋬
・	

㋑
と
㋺
、
㋩
と
㋥
、
㋭
と
㋬
、
そ
れ
ぞ
れ

呼
応
。

・

○
余
白
大
切
。

・
行
の
動
き
大
切
。

・

●
行
の
粗
密
大
切
。

◆
４
月
課
題
予
告

　
わ
が
宿
の
池
の
藤
波
さ
き
に
け
り

　
山
郭
公
い
つ
か
来
な
か
む



は が き 課 題 玉
たま

　樹
き

　小
しょう

　華
か

　書

横 書 き 課 題 岡
おか

　嶋
じま

　桂
けい

　川
せん

　書

実　　用　　文
のページ

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

　
　
　
作
品
の
出
し
方

■
　�

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　�

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　
用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　�（
黒
色
に
限
る
）

■
　
両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。
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※
手
本
は
水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用

日
の
光
り
、
雲
の
た
た
ず
ま
い
に
も

春
近
き
が
思
わ
れ
る
今
日
こ
の
頃
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
か
。
花
時
は
気
候
不
順
に
な
り

が
ち
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
に

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
。
　

締切り　3 月 19 日（必着）



一般部毛筆細字課題

伊
い

　藤
とう

　梅
ばい

　香
こう

　書

一般部毛筆条幅課題

新あ
ら  

井い  

龍
り
ゅ
う  

峰ほ
う

　
書

半紙（３３４mm ×２４０mm）
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行
間
変
更
（
も
と
は
15.3�

pt
）

締
切
り
　
三
月
十
九
日
（
必
着
）　
　
半
　
切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

〔�

条
幅
解
説
〕

　
文
字
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
長
所
も
短
所
も
拡
大
さ

れ
一
目
瞭
然
と
な
り
ま
す
。
半
切
二
行
で
十
四
文
字
で
あ

れ
ば
文
字
の
配
置
、
字
形
、
線
の
変
化
等
が
、
ご
ま
か
し

の
利
か
な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
条
幅
を
学
習
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
行
の
流
れ
、
墨
つ
け
、
筆
先
の
開
閉
等
を
も
身

に
つ
く
よ
う
に
粘
り
強
く
、
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
美4

し
く
花
開
い
た
彼
岸
桜
の
下4

を

　
　
歩
い
て
み
た
く
な
る
季4

節
に
な
り

　
　
ま
し
た

　
天4

も
地
も
躍
動
の
季
節

　
　
更4

な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
自
分
の
氏
名
）	

	

　
・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■	

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■			

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　	

ま
す
。

■	

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
春
は
し
と
し
と

と
雨
の
降
り
そ
そ
ぐ
谷
川

の
音
の
中
か
ら
来
た
。
人

は
梅
咲
き
竹
の
そ
よ
ぐ
中

で
酒
を
酌
む
。

初
出
品
の
方
へ

　	

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

春は

る

は

か

え

る

う

て

ん

け

い

せ

い

の

う

ち

回

雨

點

溪

聲

裏

　

人ひ

と

は

え

う

ば

い

か

ち

く

え

い

の

う

ち

醉

梅
花

竹

影

中
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〔
解
説
〕

東と
う
こ
う
ず
い
し
ょ
く
あ
ら
た
な
り

皇

瑞

色

新

　〔
大
意
〕	

春
と
な
っ
て
め
で
た
い
気
が
新
た
に
な
っ
た
。
又
、
東
皇
は
春
の
神
。

◆
４
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　一般部毛筆漢字課題� 締切り　3 月19 日（必着）

新
入
か
ら
１
級
ま
で
（
楷
書
）�

清し

　
水み

ず

　
翠す

い

　
芳ほ

う		

書
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〔
解
説
〕

　
※	

文
献
に
よ
っ
て
字
体
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

〔
出
典
〕
書
譜
（
六
八
七
）

〔
筆
者
〕
孫そ

ん

過か

庭て
い

（
六
四
八
？
～
七
〇
三
？
）

〔
読
み
〕�（

草そ
う

は
）
流

り
ゅ
う

に
し
て
暢

ち
ょ
う

な
る
を

（
貴

と
う
と

び
、）
章

し
ょ
う

は
（
検け

ん

に
し
て
）

◆
４
月
課
題
予
告※

旁
と
同
じ

　
　
　
流
　
　
　
　
　
而
　
　
　
　�

　
流
　
　
　
　
而
　
　
　
　
　
　
暢
　
　
　
　
　
　
章

　一般部毛筆漢字課題� 締切り　3 月19 日（必着）

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で�

須す

　
田だ

　
一い

ち

　
葉よ
う		

臨
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　一般部毛筆かな課題� 締切り　3 月19 日（必着）

〔
句
意
〕�

北
方
へ
帰
る
雁
。
じ
っ
と
見
送
っ
て
い
る
と
、

時
折
、
雲
間
に
隠
れ
て
見
え
な
く
な
る
。
天
上

の
深
い
峡
に
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
の
意
。
雁

と
の
別
れ
を
惜
し
む
気
持
ち
が
強
い
。

静
し
づ
け

さ
や
花は

な

な
き
庭に

は

の
春は

る

の
雨あ

め

帰か
へ

る
雁か

り

雲く
も

に
も
深ふ

か

き
峡可

飛

の農

あ阿

り利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡お

か

田だ

貞て
い

峰ほ
う

〔
古
筆
参
考
〕

可か飛ひ農の阿あ利り◆
４
月
課
題
予
告

新
入
か
ら
１
級
ま
で�

浅あ
さ		

井い		

機き		

山ざ
ん		

先		

生		

書



−  13		−

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で�

浅あ
さ		

井い		

機き		

山ざ
ん		

先		

生		

書

−  12		−

　一般部毛筆かな課題� 締切り　3 月19 日（必着）

や
は
ら
か
に
柳

や
な
ぎ

あ
を
め
る
北き

た

上が
み

の

　
　
　
　
岸き

し

辺べ

目め

に
見み

ゆ
泣な

け
と
ご
と
く
に

〔
歌
意
〕�

月
明
り
の
美
し
い
宵
に
、
私
は
草
の
花
の
咲
き
乱

れ
た
野
へ
ほ
れ
ぼ
れ
と
出
て
来
た
。
な
ん
だ
か
恋

人
が
私
を
此
処
で
待
っ
て
居
る
よ
う
な
楽
し
い
気

分
で
出
て
来
た
。

な
に尓

と
な那

く
君き

み

に尓

待万

た堂

る
るゝ
こ
こゝ
ち遅

し
て

　
　
　
　
　
　
出伊

で弖

し志

花は
奈

野乃

のゝ
夕
月
夜
か可

な奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与よ

謝さ

野の

晶あ
き

子こ

〔
古
筆
参
考
〕

尓に堂た遅ち志し奈な可か◆
４
月
課
題
予
告



よ
　
　
う
　
　
年

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　
三み

　
宅や

け

　
容よ

う

　
玉

ぎ
ょ
く

　
書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  14		−−  15		−

小
　
一
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　3 月19 日（必着）

サ
ン

ジ
ュ
ウ

ニ

ニ
ン

１

１

１ １

１

１

１

１

２

２２

２

２

２
２

３

３

３

４

４



（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

−  14		−−  15		−

小
　
三
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

小
　
二
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　3 月19 日（必着）

は
る

ジ
ン

シ

か
ろ

コ
ウ

か
ぜ



小
　
五
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　
小
五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
四
年
以
上

　
前ま

え

　
岨そ

わ

　
玉

ぎ
ょ
く

　
華か

　
書

−  16  −−  17  −

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
四
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　3 月19 日（必着）

む
（
れ
）

い
き
お（
い
）

は
し（
る
）

コ
ウ

う
ま

ヤ

お セ
ン

ば



解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
六
　
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

−  16  −−  17  −

中  

二  

・ 

三  

年
　
　（
行
書
）

中
　
一
　
年
　
　
　（
行
書
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　3 月19 日（必着）

サ
イ

ガ
イ

フ
ッ

ジ

コ
ン

ナ
ン

レ
ン

ゾ
ク



◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用

習っていない漢字は
　　　　ひらがなで書いてもよろしい。

　
　
　
　
◇
作
品
の
出
し
方

一
、
選
定
用
紙
（
五
行
・
四
行
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

一
、		

作
品
に
は
、
支
部
名
（
校
名
）
学
年
、
氏
名
を
書
き
入
れ
て

下
さ
い
。

一
、
筆
記
用
具
は
自
由
で
す
。（
黒
色
に
限
る
）

一
、				

四
行
用
紙
を
使
用
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
場
合
は
、
文
章

を
適
当
に
短
く
し
て
下
さ
い
。

一
、
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

一
、		

支
部
会
員
は
、
出
品
ラ
ベ
ル
を
必
ず
貼
っ
て
下
さ
い
。
貼
っ

て
い
な
い
方
は
新
入
と
み
な
し
ま
す
。

−  18		−

◎
お
手
本
は
え
ん
ぴ
つ
使
用

の
う

え
ん

お
お

あ
し

も
と

く
さ

や
さ

せ
つ

う
め

と
こ
ろ

ど
こ
ろ

さ
く
ら

い

た
お

い

み

き

め
き

ぶ

は
る

や
す

あ
お

や
ま

ぞ
ら

み
ど
り

※
美お

味い

し
い
＝
単
語
と
し
て
こ
の
よ
う
に
読
み
ま
す
。

しめきり　3 月 19 日（必着）

▼小三年以下の課題　　長
なが

　井
い

　八
や

重
え

子
こ

　書

▼小四年以上の課題　　横
よこ

　山
やま

　友
ゆう

　漣
れん

　書



−  19		−

幼
年
〜
小
二
年
　
　
酒さ

か

　
井い

　
智と

も

　
仔こ

　
書
　
　

教
きょういくぶ

育部毛
もう

筆
ひつ

課
か

題
だい

� しめきり　3 月 19 日（必着）��　

◎
そ
り
方
に
注
意



−  20		−

小
三
〜
小
五
年
　
　
水み

ず

　
野の

　
碧へ

き

　
友ゆ

う

　
書
　
　

−  21		−

教育部毛筆課題 � しめきり　3 月 19 日（必着）��　

右
側
や
や
大
き
く

長
め
に



−  20		−−  21		−

小
六
〜
中
二
・
三
年
　
　
永な

が

　
谷た

に

　
恵け

い

　
子こ

　
書
　
　

教育部毛筆課題 � しめきり　3 月 19 日（必着）��　

※
行
書
は
連
な
り
よ
く
運
筆
し
、
丸
み
を
も
た
せ
る
。

※
行
書
で
は
画
の
つ
な
が
り
に
注
意
し
よ
う
。




